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佐
渡
の
金
銀
山
史
を
彩
る
人
々

○
大

お
お

久く

保ぼ

長
な
が

安や
す

（
１
５
４
５
～
１
６
１
３
）

　

甲
斐
国
〔
現
在
の
山
梨
県
〕
武
田
家
の
猿

楽
師
大
蔵
太
夫
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
名

を
藤
十
郎
と
い
い
ま
し
た
。
武
田
家
に
仕
え

同
国
の
黒
川
金
山
の
経
営
に
携
わ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
武
田
家
の
滅
亡
後
、
徳
川
家
康
の

家
臣
と
な
り
、
大
久
保
姓
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。
慶
長
５
年
（
１
６
０
０
）
石
見
銀
山
奉

行
、
同
８
年
（
１
６
０
３
）
佐
渡
奉
行
・
所

務
奉
行
（
の
ち
の
勘
定
奉
行
）
、
同
11
年

（
１
６
０
６
）
伊
豆
金
銀
山
奉
行
も
兼
ね

て
、
「
天
下
の
総
代
官
」
と
い
わ
れ
、
徳
川

幕
府
の
金
銀
山
経
営
の
中
心
人
物
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。
慶
長
18
年
（
１
６
１
３
）
、

駿
河
国
〔
現
在
の
静
岡
県
〕
で
亡
く
な
る

と
、
死
後
多
大
な
蓄
財
等
の
た
め
様
々
な
罪

状
に
よ
り
一
族
・
関
係
者
が
処
刑
さ
れ
ま
し

た
。

○
大
久
保
長
安
の
金
銀
山
経
営

　

佐
渡
の
代
官
と
な
っ
た
長
安
は
、
慶
長
８

年
（
１
６
９
３
）
鶴
子
に
あ
っ
た
陣
屋
を
相

川
に
移
転
し
〔
翌
年
完
成
、
後
の
佐
渡
奉
行

所
〕
、
相
川
の
道
と
町
割
を
整
備
し
て
現
在

の
相
川
市
街
地
の
原
形
を
造
り
ま
し
た
。
ま

た
、
相
川
の
海
岸
に
港
を
整
備
し
て
番
所
を

置
き
、
姫
津
村
に
は
石
見
国
〔
現
在
の
島
根

県
〕
の
漁
師
を
移
住
さ
せ
て
、
海
産
に
従
事

さ
せ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
姫
津
で
は
現
在

も
石
見
姓
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

鉱
山
経
営
に
あ
た
り
、
前
任
者
の
田
中
清

六
が
採
用
し
た
「
運う
ん

上
じ
ょ
う

入
に
ゅ
う

札さ
つ

制せ
い

」
を
取
止

め
、
鉱
山
を
幕
府
の
資
金
で
開
発
し
直
接
管

理
運
営
す
る
「
御お

直じ
き

山や
ま

制せ
い

」
と
御
直
山
の
採

掘
高
を
幕
府
と
採
掘
者
と
で
一
定
の
割
合
で

分
け
る
「
荷に

分わ

けけ

法ほ
う

」
を
導
入
し
て
、
御
直

山
36
か
所
を
定
め
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ス
パ

ニ
ヤ
〔
ス
ペ
イ
ン
〕
か
ら
水
銀
を
輸
入
し
、

水
銀
ア
マ
ル
ガ
ム
精
錬
を
行
っ
た
こ
と
が

「
川か
わ

上か
み

家け

文も
ん

書じ
ょ

」
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
金
銀
山
経
営
策
を
打
ち
出
し
た
長

安
に
よ
っ
て
、
佐
渡
金
銀
山
は
最
盛
期
を
迎

え
、
慶
長
18
年
（
１
６
１
３
）
に
は
坑
道
の

数
３
０
０
か
所
、
人
口
十
余
万
人
を
数
え
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
島
内
に
残
る
大
久
保
長
安
の
足
跡

　

大
久
保
長
安
は
佐
渡
に
多
く
の
足
跡
を
残

し
て
い
ま
す
。

　

相
川
江
戸
沢
町
に
あ
る
大だ
い

安あ
ん

寺じ

は
、
大

久
保
長
安
か
ら
ニ
文
字
を
と
っ
て
名
付
け

ら
れ
た
寺
院
で
、
境
内
に
は
、
慶
長
14
年

（
１
６
０
９
）
に
長
安
の
建
て
た
「
大お
お

久く

保ぼ

長な
が

安や
す

逆
ぎ
ゃ
く

修
し
ゅ
う

塔と
う

」
〈
国
指
定
史
跡
〉
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
逆
修
と
は
生
前
に
自
分
の
死

後
の
供
養
を
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
石
見
銀
山
に
近
い
大
森
町
の
大
安
寺
跡

に
も
同
様
の
石
造
物
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
木
地
区
の
小こ

比び

叡え

神じ
ん

社じ
ゃ

に
は
、
慶
長
13
年

（
１
６
０
８
）
に
長
安
の
寄
進
し
た
鳥
居

〈
本
殿
・
鳥
居
：
国
重
要
文
化
財
〉
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
柱
の
部
分
に
寄
進
し
た
日
付

と
長
安
の
名
前
が
彫
ら
れ
た
こ
の
鳥
居
は
、

九
州
で
見
ら
れ
る
も
の
と
同
じ
形
で
、
日
本

海
側
で
は
最
北
端
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
小
木
町
の
木き

崎さ
き

神じ
ん

社じ
ゃ

〈
本
殿
：

県
指
定
有
形
文
化
財
〉
は
、
金
銀
輸
送
の
安

全
を
願
い
、
慶
長
14
年
（
１
６
０
９
）
に
大

久
保
長
安
の
寄
進
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
神

社
で
、
境
内
地
に
あ
る
元
宮
と
呼
ば
れ
る
場

所
が
最
初
に
木
崎
神
社
が
建
て
ら
れ
た
場
所

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会　

世
界
遺
産
・
文
化
振
興
課

☎
27
―
４
１
７
０

◆�国史跡「佐渡金山遺跡大久保長安逆修塔」 
（大安寺境内）

◆長安が整備した相川の現在の町並
  （相川大工町）

◆国重要文化財「小比叡神社鳥居」
   （小比叡神社）

◆「大久保長安像」（大安寺蔵）


